
2020年 12月 2日 衆議院法務委員会 配布資料① 日本共産党 藤野保史 

出典：障害者の権利に関する条約 

生殖補助医療の提供等及びこれにより出生した子の親子関係に関する民法の特例に関する法律案 

障害者の権利に関する条約 
第17条 個人をそのままでの状態で保護すること 

全ての障害者は、他の者との平等を基礎として、その心身がそのままの状態で

尊重される権利を有する。 

 

 

生殖補助医療の提供等及びこれにより出生した子の親子

関係に関する民法の特例に関する法律案 
（基本理念） 

第三条 生殖補助医療は、不妊治療として、その提供を受ける者の心身の状況等に応

じて、適切に行われるようにするとともに、これにより懐胎及び出産をすること

となる女性の健康の保護が図られなければならない。 

２ 生殖補助医療の実施に当たっては、必要かつ適切な説明が行われ、各当事者の

十分な理解を得た上で、その意思に基づいて行 われるようにしなければならな

い。 

３ 生殖補助医療に用いられる精子又は卵子の採取、管理等については、それらの

安全性が確保されるようにしなければならない。 

４ 生殖補助医療により生まれる子については、心身ともに健やかに生まれ、かつ、

育つことができるよう必要な配慮がなされる ものとする。 
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